
文
化
芸
術
は
、
人ひ

と

々び
と

の
感
性
や
創
造
性
を
育
み
、
感
動
や
共

感
、
楽
し
さ
、
喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
人
と
人
、
人

と
地
域
を
結
び
、
地
域
を
元
気
に
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
皆み

な

さ
ん
の
文
化
芸
術
活
動
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
、

３
つ
の
視
点
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
滋
賀
の
多た

彩さ
い

な

文
化
芸
術
に
触ふ

れ
、
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ア
ー
ト
や
身
近
な
暮
ら
し
・
生

活
の
中
に
あ
る
美
を
活
用
す
る

民
間
団
体
を
支し

援え
ん

す
る
こ
と
で
、

地
域
の
魅み

力り
ょ
く

の
再
発
見
や
地
域

を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

滋賀の魅
み

力
りょく

が詰
つ

まった古い映像の
価値を共有し、記

き

憶
お く

を伝え未来へと
活

い

かす“共感の場作り”（上映会など）
を県内各地で行っています。

ガラスと長
な が

浜
は ま

の古い町並みを楽しめるアー
トイベントを開

か い

催
さ い

。作家と住民、住民同士な
どの新たな交流も目指しています。

将
来
を
期
待
さ
れ
る
若
手
芸
術
家
等
に

滋
賀
県
次
世
代
文
化
賞
を
贈ぞ

う

呈て
い

。
今
後
の

さ
ら
な
る
活か

つ

躍や
く

を
応お

う

援え
ん

し
て
い
ま
す
。

絵画表現で重要になる奥
お く

行
ゆ

きの感覚
が持てたのは、琵琶湖の近くで生まれ
育ったからだと感じています。

はるか遠くまで見通せる、琵琶湖の
風景が私の中に根付いているんです。

同じ風景を共感できる滋賀の方々に
作品を見ていただきたいですし、滋賀
県内で現代美術に触

ふ

れる機会が増える
とうれしいです。

1月18日(土)から2月2日(日)まで八日市
文化芸術会館で展示を行います。

「
び
わ
湖
ホ
ー
ル
音
楽
会
へ
出
か
け
よ

う
！
」（
ホ
ー
ル
の
子
事
業
）は
、
滋
賀
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
だ
け
の
音
楽
公
演
。

豊
か
な
心
や
感
受
性
を
育
み
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
約

１
万
人
の
小
学
生
等

が
参
加
し
ま
し
た
。

令和元年度 滋賀県次世代文化賞

薬
や く

師
し

川
が わ

 千
ち

晴
は る

さん

写真：栗山主税

文
化
で
つ
な
が
る

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

文
化
で

滋
賀
を

元
気
に
！

Culture in Shiga 
Prefecture

感
性
や
創
造
力
を
高
め
よ
う
！

琵琶湖の風景がもたらした
はるか遠くを望む視線

おうみ映像ラボ

2月15日（土）にチカ守
も り

山
や ま

にて県内の取り組みが一堂に会する
イベントを開

か い

催
さ い

します。

グラスアート展IN長
な が

浜
は ま

実行委員会

若
手
芸
術
家
を
応

お

う

援
え

ん

！

活
動
を
応

お

う

援
え

ん

し
て
地
域
を
元
気
に
！

CHECK
!

HP 美の滋賀 trip!
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文化で滋賀を元気に！特集3

全
国
屈く

っ

指し

の
文
化
財
保
有
県

で
あ
る
滋
賀
県
で
は
、
芸
術
文

化
の
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
歴

史
や
文
化
財
な
ど
の
魅み

力り
ょ
く

も
県

内
外
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
滋
賀
」（
東
京
・
日に

本ほ
ん

橋ば
し

）で
は「
安
土
城
と
戦
国
の
近

江
」を
テ
ー
マ
に
、
歴
史
セ
ミ

ナ
ー
を
実じ

っ

施し

し
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見み

据す

え
て
、
来

日
さ
れ
る
外
国
人
や
県
内
在
住

の
外
国
人
の
皆み

な

さ
ん
向
け
に
、

英
語
で
滋
賀
の
文
化
を
紹し

ょ
う

介か
い

す

る
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙『
C
O
O
L
 

S
H
I
G
A
』を
発
行
。

県
内
の
ほ
か
、
関
西
国
際
空
港

や
京
都
の
観
光
・
宿し

ゅ
く

泊は
く

施し

設せ
つ

な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

HP びわ湖☆アートフェスティバル2020

山本 英さん

湖南ダンスカンパニー

滋賀県立近代美術館お問合せ

（公財）びわ湖芸術文化財団 地域創造部お問合せ 障害者の文化芸術国際交流事業実行委員会事務局
(社会福祉法人グロー [GLOW])

お問合せ
077-523-7146TEL

0748-46-8100TEL

077-522-2111TEL

タブロイド紙 『COOL SHIGA』  
※既発行号は、県HPでご覧いただけます

澤田真一　≪お面≫　2014年
滋賀県立近代美術館蔵

魅み

力り

ょ

く

を
伝
え
る

滋
賀
の
歴
史
も
発
信
！

海
外
に
も
発
信
！

若手芸術家による公演やアートフリーマーケット、アート体
験ワークショップ、ロビーコンサート（無料）等、たくさんの
イベントをご用意! 障害者の舞

ぶ

台
た い

芸術、アール・ブ
リュット展、バリアフリー映画祭、
ワールドフォーラムなど盛りだく
さんです。ぜひお越

こ

しください。

県立近代美術館はリニューアル整備のために現在休館中ですが、2021年度の再開館（予定）ま

での間、県内各地の施
し

設
せつ

と連
れん

携
けい

して出張展示を行っています。

第4回は「土」をテーマに、県立近代美術館が収集しているアール・ブリュット関連作品を近
おう

江
み

八
はち

幡
まん

市で展示します。再開館に先立ち、新収蔵品に出会っていただける機会です。

県庁文化芸術振興課お問合せ 077-528-3344TEL 077-528-4833FAX sc00@pref.shiga.lg.jpe

びわ湖☆
アートフェスティバル

2020東京大会・日本博を契
け い

機
き

とした

会　場

日　時

休館日

入館料

県立近代美術館
移動展示 「土から生まれた」展

BAF2020開
か い

催
さ い

!
障害者の文化芸術フェスティバル
グランドオープニングが滋賀で開

か い

催
さ い

!

大ホール 無料

中ホール 有料

BAFミュージカル・フェスティバル

県内高校書道部 
若手書家の書道パフォーマンス

山
やま

本
もと

 英
はな

（滋賀県次世代文化賞受賞） 
フルート・リサイタル

小ホール 有料

EVEN
T

2月15日（土）～ 3月22日（日） 9:00 ～ 17:00

日　時 2月16日（日）11:00 ～ 17:00

日　時 2月7日(金) ～ 2月9日(日)

参加料 3日間共通パスポート2,000円、単独チケット
500円(展覧会/フォーラム/映画等、プログラム
ごとに必要［映画は一作品ずつ］。当日限り有効)

月曜日（月曜日が祝祭日の場合はその翌日）

一般300円、小・中学生200円（かわらミュージアムの常設展もご覧になれます）

かわらミュージアム（近
おう

江
み

八
はち

幡
まん

市多
た

賀
が

町）

会　場 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール全館

会　場 びわ湖大
おお

津
つ

プリンスホテル

HP 社会福祉法人グロー
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